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小さい規模だからこそ 相手が見える病院 

患者さんが 同僚が あなたの力を必要としています 

施設概要                 

◆名 称 日本赤十字社長崎原爆諫早病院（略称：諫早日赤病院） 

◆住 所 〒859-0497 長崎県諌早市多良見町化屋 986 番地２ 

◆開設日 平成 17 年４月１日 

◆開設者 日本赤十字社 社長 近衞
こ の え

 忠煇
ただてる
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 】 

◆診療科 内科、呼吸器科、消化器科、循環器科、放射線科、リハビリテーション科 

◆病床数 131 床（平成 30 年２月１日現在） 

◆職員数 190 名（平成 30 年２月１日現在） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◆病床内訳 

一般病床 51 床 地域包括ケア 52 床、結核 20 床、人間ドック８床 

●３階病棟 39 床（地域包括ケア 39 床） 

●４階病棟 45 床（一般 45 床）    ●人間ドック８床 

●５階病棟 39 床（結核 20 床、地域包括ケア 13 床、一般６床） 

◆職員内訳 

●医師 13 名 

●看護師（准看含）103 名、看護助手 16 名 

●その他医療スタッフ 

 薬剤師４名、放射線技師４名、検査技師 10 名 

理学療法士 7 名、作業療法士 2 名、管理栄養士 4 名、MSW１名 

 ●事務員 18 名、その他（運転手等）4 名 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◆ピックアップ！ 

●長崎原爆病院と姉妹病院 

正職員は長崎原爆病院と一括採用。＊施設間の異動有り 

●新人看護師は退職率０％！ 平成 17 年の開院以来、記録継続中！ 
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開院して 10 年 これからも前を見て 

当院の沿革                 

2005 年 ４月 (旧)長崎県立成人病センター多良見病院の委譲を受け、日本 

 

2006 年 

 

４月 

赤十字社長崎原爆諫早病院として開院 

入院基本料（看護配置基準）１０対１の許可を受ける 

2007 年 ４月 一般病床のうち８床を亜急性病床として運用開始 

2007 年 ６月 入院基本料（看護配置基準）７：１の認可を受ける 

〃 

2008 年 

11 月 

６月 

１６列 マルチスライスＣＴ導入 

日本医療機能評価機構の病院機能評価 Ver.５認定取徔 

2010 年 ２月 医療用画像管理システム（PACS）運用開始 

2011 年 10 月 オーダリングシステム運用開始 

2013 年 ６月 日本医療機能評価機構の病院機能評価 Ver.６認定更新 

2014 年 11 月 80 列 マルチスライスＣＴ導入（更新） 

2015 年 ３月 地域包括ケア病床 12 床運用開始 

〃 ８月 人間ドック健診施設機能評価の ver.３認定取徔 

2016 年 

 

2016 年 

2016 年 

８月 

 

7 月 

10 月 

 

人間ドック健診施設機能評価委員会が定める保健指導実施施

設認定取徔 

訪問看護ステーション開設 

地域包括ケア病床を 52 床、一般病床 51 床へ変更 

   

 

 

県央医療圏での当院の役割            

◆救急輪番病院として、断らない急性期の患者受け入れに取り組んでいます。 

◆結核病棟（20 床）で県央・県南地区の結核患者の治療を請け負っています。 

◆睡眠時無呼吸症候群治療は、長年の実績に基づき、企業から受入もしています。 

◆人間ドック、企業・市民健診等で、地域の皆さんの健康管理を支援します。 

◆地域包括ケア病棟で、急性期医療と在宅介護の橋渡し役を担っています。 

◆包括ケア病棟退院後も、自宅で安心して療養ができるよう訪問看護ステーション

を開設し、在宅医療への取組を推進しています。 
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92 の強みと１の想い 

赤十字病院の特性              

◆赤十字病院って何？ 

 赤十字病院は、非常時（災害等）の医療に平時から備えるために、日本赤十字社の事業の一つ

として始まりました。全国には 92 の赤十字病院があり、当院は 92 番目に開院されました。 

個々の病院がそれぞれの強みを持っている反面、全国規模で想いは一つです。 

 赤十字病院に就職したあなたは、約６万人の“仕事仲間”がいることになります。 

 

◆国内災害に備えます！ 

昨今、多くの医療機関が災害時に職員を派遣しますが、赤十字のように全国規模で活躍できる

組織は中々ありません。被災地でもチーム医療を大切に、他院と連携して活動に従事します。 

  ● 東日本大震災（平成 23 年３月 11 日発災） 

班名 派遣時期 派遣先 

第１次救護班 ３月 19 日～23 日 宮城県石巻市 

第２次救護班 ４月７日～ 12 日  〃 

第３次救護班 ６月 12 日～19 日 〃 

こころのケア班 ６月 10 日～15 日 〃 

  ● 平成 28 年（2016 年）熊本地震（平成 28 年４月 14 日発災） 

班名 派遣時期 派遣先 

第１次救護班 ４月 15 日～16 日 熊本県上益城郡 

第２次救護班 ４月 16 日～18 日 〃 

病院支援＊ ４月 20 日～25 日 〃 

第３次救護班 ５月 24 日～28 日 熊本県阿蘇郡 

  ＊ 被災地支援の拠点となった熊本赤十字病院へ、全国の赤十字病院から医師、看護師及び

主事が参集しました。当院は看護師１名を派遣しました。 

       

 

◆グローバルネットワークを活かした国際活動 

赤十字病院では厳しい試験に合格した有能な職員を、世界で「困っている人」の力になるため

海外へ派遣します。当院では看護師１名の派遣実績があります。 

   ① 平成 21 年１月～２月 コレラ救援事業（ジンバブエ共和国） 

② 平成 22 年３月～４月 ハイチ大地震救援事業（ハイチ共和国） 

 

こども達と避難した被災者の話を、親身に伺う看護師 

（熊本地震 第１次救護班要員）                 

                 H28.4.15 18:00 撮影 



 

4 

職員との連携 

◆団結力を魅せつける 

 九州の関係医療施設（11 施設）で合同スポーツ

大会を、実施します。約 1,000 人の職員が集まり、

スポーツを通して親睦を深めています。 

 

 

◆互助会 

 長崎原爆病院と合同の互助会です。 

各種イベントが盛り沢山！ 

 ビアパーティ－、ボーリング大会、職員旅行、ソフトバレーボール大会、忘年会 

 

 

安心できる職場 

◆職員の家族のための支援 

ワークライフバランスの支援として、それぞれの状況に応じて取徔できます。 

  ●産前産後休暇、育児休業休暇、育児短時間勤務、看護休暇、介護休暇 

 ●介護休業 

 ＊「産前産後の休暇」以外は、男性でも取徔可。（院内保育は無し） 

 

◆職員寮 

 当院から徒歩３分のところに閑静な寮があります。（２階建て全８室） 

 ●間取り：１Ｋ（６畳和室、４.５畳キッチン） 

 ●設 備：バス・トイレ別、エアコン、非常通報システム 

 ●家 賃：13,000 円 

 

◆待遇（正職員） 

 正職員の待遇は、以下のとおりです。 

●給 与：日本赤十字社職員給与要綱に基づき支給 

●諸手当：住居・通勤・扶養・時間外・深夜・（各種の特殊勤務） 

 ●賞 与：年２回   

●昇 給：年１回 

●退職金：有（勤続１年以上） 
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西南戦争からの想いを受け継ぐ 

日本赤十字社の概要                 

◆わたしたちの使命（ミッション・ステートメント） 

  わたしたちは、苦しんでいる人を救いたいという、思いを結集し、 

いかなる状況下でも、人間のいのちと健康、尊厳を守ります。 

 

◆社会の想いに応える９つの事業 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

✓ 一つの病院でも関わる事業はたくさん あなたの身近ではどうですか？  

医 療 事 業 

国内災害救護 

国 際 活 動 

災害時に必要とされる救護を迅速に行うため、常に災害に対応できる体制を作

ります。活動は、救護所での診療、義援金受付等、多岐にわたります。 

災害や紛争、病気などに苦しむ人々を救うため、世界最大のネットワークを活

かして、緊急時の救援や復興支援、予防活動に取り組みます。 

大切な命を救うため、緊急医療などを積極的に行い、地域医療を支えます。 

災害時には、いち早く医師や看護師を派遣します。 

看護師養成 
赤十字精神に基づき国際人道法や災害看護を学び、豊かな人間性と看護に 

関する幅広い知識・能力を備えた人材を育成します。 

血 液 事 業 
病気の治療などで輸血を必要とする人を救うため、献血を受け付け、安全な 

血液製剤を 24 時間医療機関へお届けします。 

社 会 福 祉 
個人の尊厳を守るため、社会的な支援を必要とする人が、その人らしい生活を

送れるような支え合える地域社会を目指します。 

救急法の普及 
身近な人を救うため、とっさの手当てや日常生活での事故防止など、健康安全

に関する知識・技術の普及と啓発を行います。 

世界の平和と人道の実現のため、未来を担う青少年が実践活動を通して自ら「気

づき、考え、実行」できる学びの機会を提供します。 
青少年赤十字 

 
「困っている・苦しんでいる人の役に立ちたい」という思いを持つ同志が、そ

の思いを結集し、全国でさまざまな赤十字活動を行います。 

✓ 

✓ 

✓ 

✓ 

✓ 
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＜資料編＞ 

 

１．日本赤十字社の現勢 

（１）沿革 明治 10 年（1877）５ 月  １ 日 博愛社設立 

      明治 20 年（1887）５月 20 日 日本赤十字社に改称 

      昭和 27 年（1952）８月 14 日 日本赤十字社法制定 

（２）名誉総裁・副総裁 

  ア 名誉総裁   皇后陛下 

  イ 名誉副総裁  皇太子陛下・同妃殿下 秋篠宮妃殿下等 

（３）世界の赤十字社・赤新月社等（平成 28 年４月現在）：190 社 

 

２．当院の施設基準 

 ７対１入院基本料（一般病棟・結核病棟）、診療録管理体制加算２、急性期看護補助体制加

算（50 対 1）、重症者等療養環境特別加算、医療安全対策加算 1、感染防止対策加算２、後発

医薬品使用体制加算２、データ提出加算１、退院支援加算 1、認知症ケア加算 2、地域包括ケ

ア入院医療管理料 1、地域包括ケア病棟入院料 1 

がん性疼痛緩和指導管理料、がん患者指導管理料 1・2、夜間休日救急搬送医学管理料、胃瘻

造設時嚥下機能評価加算、ニコチン依存症管理料、がん治療連携指導料、検査・画像情報提供

加算及び電子的診療情報評価料、薬剤管理指導料、検体検査管理加算（Ⅲ）、時間内歩行試験

及びシャトルウォーキングテスト、ヘッドアップティルト試験、画像診断管理加算２、ＣＴ撮

影および MRI 撮影、冠動脈 CT 撮影加算、無菌製剤処理料、心大血管疾患リハ(Ⅰ)、脳血管疾患

等リハ(Ⅱ)、運動器リハ(Ⅰ)、呼吸器リハ(Ⅰ)、がん患者リハビリテーション料、ペースメーカ

ー移植術及びペースメーカー交換術、医科点数表第２章第10部手術の通則16に掲げる手術【胃

瘻増設術（内視鏡下胃瘻増設術、腹腔鏡下胃瘻増設術を含む）】、胃瘻増設時嚥下機能評価加算 

 

３．当院の学会等認定施設等 

  日本内科学会認定教育関連病院、日本呼吸器学会認定施設、日本呼吸器内視鏡学会認定施設   

日本感染症学会認定研修施設、日本睡眠学会睡眠医療認定医療機関 日本肝臓学会関連施設  

 日本消化器病学会認定施設、臨床研修協力施設、日本消化器内視鏡学会指導施設、日本高血圧

学会専門医認定研修施設、（財）日本医療機能評価機構の病院機能評価Ｖer.6.0 一般、人間ド

ック健診施設機能評価 Ver.3、人間ドック健診施設機能評価委員会が定める保健指導実施施設 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住所:〒859-0497 長崎県諫早市多良見町化屋 986 番地２ 

TEL:0957-43-2111（代表） 

ホームページも公開中♪ 


